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　基本的な考え方

県道四国カルスト公園縦断線における渋滞対策の整備方針
 
   １ 希少動植物の保全
       

   ２ 安全・安心に走行できる離合可能な道路整備

   ３ 四国カルストの壮大な風景の再現 

・希少動植物への影響の回避やロードキル対策

・現状の土羽や、石灰岩が露出した山切等の風景を再現

・渋滞やすれ違い困難箇所の解消
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来訪者の増加による地域の活性化を期待



　基本的な考え方

希少動植物
への影響

地域への
経済効果

なし
（回避）

有り
（移植等）

影響大

小 大

現状 目指す道路整備
（離合可能）

中

路肩拡幅
（待避所整備）
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２車線
（バイパス）

壮大な草原の中に点在する石灰岩や放牧牛が織りなす風景

津野町民による山焼き、梼原町民による放牧等
地域の営みによって守られている

（渋滞1時間）



 基本的な考え方
全体延長 L=15.543km

（愛媛県管理L=9.041km、高知県管理L=6.502km）

区間D
愛媛県管理L=3.704km

（西予土木事務所）

区間C
高知県管理L=3.702km

（須崎土木事務所）

区間B
愛媛県管理L=5.337km
（久万高原土木事務所）

区間A
高知県管理L=2.800km
（須崎土木事務所）

N

姫鶴荘

（凡例）
四国ｶﾙｽﾄ公園縦断線   
 愛媛 管理区間   
 高知 管理区間

姫鶴平キャンプ場

星ふるヴィレッジTENGU
（旧天狗荘）

大野ヶ原

【基本的な考え方】
まずは観光施設をつなぐ区間である星
ふるヴィレッジTENGUから姫鶴荘ま
での区間について大型バス等の行き違

いを考慮し離合可能な道路整備を
していきたい
（愛媛県との調整必要）

離合可能な道路整備
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